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富山に住んで
十
三年
元 学 長
佐 々 ユ皮二子
泊
今を去る13年の昔、1982年の 2 月末に私は琉球大学客員教授として 那覇に暮らし、沖縄
のユスリカの研究に熱中して いた。 そのある日、私の研究室の電話機が鳴るので取り上げ
てみたと ころ、“富山医科薬科大学の田辺です" というお名乗りの上、“本学はあなたを学
長に選任したので、ぜひ来てほしい" とのお申し出であった。 これは “寝耳に水" ど ころ
の話ではない。
私は生来の呑気者、風来坊ど ころではない、戦争中を海軍の軍医として九死に一生を得
て以来、運命を風にまかせて 風土病や、それを媒介する虫どもの研究などに従事して 、欧
米などの先進国と、日本の僻地や沢山の熱帯病患者がいる開発途上国などの聞を右往左往
して 医学、自然科学の研究などに没頭して来た人間であるから、富山とはどんな所かも知
らないが、とにかく見に行 こうと決心して、沖縄空港から富山に飛ぶ ことにした。
空港では医科薬科大学の方々に温かい出迎えを受け、車に乗せられて 大学に向かう途
中、神通川を横切ったその時、び、っくりしたのは大量のきれいな水が泊々として日本海に
向かつて流れて いるではないか。 富山の方々にとって は当たり前の ことかもしれないが、
当時ひどい渇水の沖縄に暮らして 、私の泊まって いたホテルの水道では三日に一度くら
い、少しの水がタラタラと出て来る。 もちろん風呂にも入れない、という生活から、 こん
なに沢山のきれいな水に恵まれた里もあるんだな、という感慨であった。 富山ではど こで
も水道の蛇口をひねると、ジャーとおいしい水がいくらでも出て来る。
さて、私は富山医科薬科大学の学長という重職を気軽にお引き受けして 、その年の4月
1 日には東京から自分の車を運転して 富山に向かった。 親不知の険を越えると午後4 時 こ
ろとなり、富山着は夕方となるので、方向を変えて 宇奈月温泉に一泊する ことにした。 み
ると立派なホテルに聞きなれたニューオータニという看板がかかって いる。 これなら信用
できるだろうとフロントを訪ねて 一泊の許しを乞うた。
私はそのとき、ジャンパーをはおった仕事着姿であった。 だが、宿帳に名前を書いて受
付に出したとたんに、受付嬢は目の色を変えて奥に走り込んだ。 やがて偉そうなマネ
3り 随 ホ目ベヱu、
ジャーが現われて、 “先生ょうこそおいで下さいました" と挨拶されたのにはび、っくりし
た。 佐々撃という男が今度、 富山医科薬科大学の学長になったという新聞記事が出ていた
らししミ。
それからあとの6年間の学長生活は、 毎日が嬉しく、 楽しく、 有益な時間の連続であっ
た。 私は6年間の在職中、 何一つ不愉快な体験をしたことがなかった。 私は、 広い学長室
の一角を本箱で仕切って、 顕微鏡などを並べ暇をみてユスリカの研究をさせて戴くことに
した。 それがいつの聞にか学長室での生活の大半を占め、 この室から沢山の動物学上の新
種を記録する論文が出版された。 私はそのあと、 何度も国立大学の学長会議などに出席し
たが、 私以外の学長では誰一人として自分でオリジナルな学術論文を作っている人は無い
ことに気がついた。 だが、 学長会議での議論の大半はその専門職の事務長会議に任せるべ
きものだと感じた。 そして、 文部省のお偉方たちは、 富山医科薬科大学では学長を始め沢
山の教職員が研究に秀れた業績を出していることを知って、 研究の推進や施設の充実に気
前よく予算をつけてくれるので嬉しかった。
私の富山医科薬科大学での6年間の生活は本当に毎日が充実して、 何一つ不愉快な思い
出もなく、 今でも感謝の念で一杯である。 そのあとも何年も私は富山での充実した生活を
続けている。 富山の皆様ありがとう。
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祝 辞
前 学 長
山 崎 高 庭、
光陰矢の如しというが、本学が設置されてから この平成7 年10月 1日を以て2 0年を数え
る こととなり、まさに成人式を迎える ことと相成った。 大変嬉しい ことである。 年輩の先
生方にとってみれば、創設時から我が子の生みの苦しみに堪えながら、その成長を見守っ
て来られただけに感慨無量のものがあると同時に、 これで次の世代へノfトンタッ チ出来る
という安堵感もあろう ことかと思う。
不肖私が、去る昭和63年、本学の学長を拝命する ことになったとき、すでに医学部卒業
生は第7 回を迎えていた。 この時、私が真っ先に手がけねばならなかった ことは、医学部
卒業生の特に県内における地域医療への貢献の進め方であると考え、先生方とも相談して
関係方面に陳情もして参った。
最近では、次第にその成果が表れて、卒業生諸君が、その力を発揮する機会が得られて
いると聞いて喜んでいる。 しかしなお未拓の分野があるようで、 これは学生・卒業生諸君
の努力次第というべきであろうか。
と ころで、開学10年が迎えられたのは昭和60年10月であったが、それ以来、本学の充実
は着実に実現していった。 前後するかも知れないが、学内的には救急部・輸血部・集中治
療部の設置、和漢診療部の定員処置と講座増、それから放射線基礎医学講座の増設、 遺伝
子施設の設置、さらには、開学時からの懸案事項であった4 年制看護学科の設置である。
殊に これについては、本学創設の基本構想にも掲げられていた案件であった。 当時は、富
山はむしろ、それまで看護婦養成県であり、医薬大創設に当たっては、看護要員確保は比
較的容易で、創設の条件を十分に充たせるとしながらも、将来構想として、医療技術短大
の設置をうたってきた。 文部省としては、平成 2 年頃までは依然として、新設医科大学に
医療短大を設置する意向はなかったように記憶している。 しかし こ こ数年来、急速に高齢
化社会が出現し、 これに伴って、疾病構造が著しく変化して来た こともあり、 これまでの
看護のあり方も多岐に亘り、かっ高レベル看護が要求されるようになって、今までの体制
では対応出来ないような状況が出てきた。 そのため文部省は、平成 3 年頃になって、4年
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制の新構想看護学科設置を考えるに至った。 幸いに、 本学がその第 1候補の一つに選ば
れ、 当時の押田事務局長の努力もあって、 平成 5 年度に第 1 着に創設され、 早くも学年進
行3年目となった。 完成年度後は、 修士課程も設置されることになっており、 指導者養成
を兼ねた、 充実した看護体制が出来上がることと考えられ、 喜びに堪えないところであ
る。
一方薬学部においては、 平成 4 年薬学部100周年の記念事業が行われ、 和漢薬研究所も
一昨年研究所開設30周年の記念式典が行われた。 私にとっても、 わが故郷のお祝いとして
喜んだ、のであるが、 薬学の教育研究も医療の分担者としての立場から考えると、 大 きな転
換期にさしかかっている。
時あたかも大学改革が強く叫ばれている中で、 ひとり薬学ばかりでなく、 広く高等教育
の未来に向けて新たなる方向を見出さねばならぬ時に至っている。
私は昨年、 大学の皆様から送り出していただいた時に、 来年は開学20周年になるが、 是
非20周年記念事業をやって下さいと申し上げた。 一つには、 開学に際して、 中心的役割を
果たした人々が、 20年も経っとほとんど代替わりでいなくなることと、 もう一つは、 20年
という大変大 きな一つの節目になるばかりでなく、 大学改革の大 きな第一歩のためにもと
思ってお願いしたわけである。
どうか、 これを機に本学の新たなる発展がなされることを心から念願してお祝いの言葉
としたしユ。
医薬一味
元 副 学 長
小 津
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『医薬一味』の題字の色紙は、初代学長の平松 博先生に私の在職中の昭和55年の新春に
頂いたものです。 すっかり気に入り額にいれて、今でも部屋に飾ってその精神に触れ、また
当時を懐かしんでおります。
「医薬一味」の語韻の中に、「医薬一体」よりさらに深く踏み こんだニュアンスがあり感銘
しております。 開学20周年を迎え、教育・研究両面において、医学・薬学の相互の緊密な連
携が、いよいよ堅い基盤のうえに打ちたてられた ことを強く印象づけられております。
「医薬一味」の建学の精神は、20年の成人を迎えた本学の起動力になっている ことは間違
いありませんが、その前の富山薬学専門学校時代からの8 0年にわたる歴史や、さらには300
年に及ぶ家庭薬の伝統がものを言っている ことも間違いありません。
私事となりいささか恐縮ですが、富山を離れて10年以上も経過し、8 0歳を超す老齢になり
ましたが、何とか健康で平穏に暮らしております。 若い ころ虚弱で、病気ばかりしていた自
分が この年まで生きて こられたのは、全く医薬のお陰と思っております。 これという鍛練も
健康法もやっていない者にとって、医薬だけが頼りなのです。 薬学を志し、遅れて医学を学
んだのも、病身の学生時代の選択であった訳ですが、その点で大成功だったと考えておりま
す。 新しい治療薬の発見により、医療が向上し疫病が減少し死亡率が低下する ことは、過去
においては結核症の例があり、現在では循環器系疾患に見られます。 医薬の提携による研究
成果です。
恵まれた環境にある富山医科薬科大学が、「医薬一味」の建学の精神をさらに活かし、医
療の一段の発展に寄与されん ことを改めて期待する次第です。
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本学の二十周年を祝う辞
元副 学 長
増 田 克 忠
私は昭和49年10月富山大学薬学部の薬化学の教授として関西から赴任して来ましたが、
その頃新設医科大学構想から、 富山に医学部のある大学をということで、 古い伝統ある薬
学部と和漢薬研究所を富山大学から出して、 富山医科薬科大学を新しく創設する案が、 当
時の薬学部長で3代目学長となられた山崎高雁先生の御尽力で急速に実現しました。 そし
て、 51年に本学が生まれ、 ここに20周年を迎えられたことを心から御慶び申し上げます。
初代は金沢大学からの平松博学長、 新潟大学からの小林牧副学長・病院長と山崎副学長
事務取扱、 54年から小津光東北大学名誉教授が赴任、 教育研究・厚生補導担当で船出して
完成年度57年3月までの問、 五福から杉谷地区への薬学部の移転、 教育棟と病院の建設、
医学部、 薬学部研究棟の完成等と続 きました。 51年度は、 医学、 薬学部共に中部高校の古
い建物で教え、 われわれ薬学部は両大学に学生を持ち、 講座も初年度は薬化、 物理、 薬作
の3講座から順次医薬大に移り、 最後は衛生講座であって、 その柳田友道先生は富山大学
の薬学部長を最後に富山大学に残り、 学長もされましたが、 この割愛を決めたのは、 54年
から医薬大の初代薬学部長に選ばれた私でありました。
最初の本学評議員から 2 期の学部長と副学長の任期を終わるまで12年間評議員を務めた
のもトップバッターである薬化学講座を引 き受けた故であります。 この聞は忙しく、 今本
学が 4 代目佐々木博学長の時代で20年を迎え、 人なら成人式で一人前になり誠に御目出度
く感慨無量の思いであります。
完成年度まではわれながら無我夢中でいろいろと試行錯誤をしながら山崎先生を中心に
力を合わせて本学を良い大学にしようと努めましたが、 2 代目学長選で東京大学医科学研
究所所長と公害研究所長を務められた有名な佐々筆先生を迎え、 4 月に着任され、 病院長
は千葉大内科の熊谷朗先生、 私は佐々筆先生の知遇を得て教育研究・厚生補導担当の副学
長を務めることとなり、 事務局長は岩間徹三、 矢田恒雄、 明野清和、 小川克也の各氏と変
わりましたが、 特に国際交流は学長が国際人であった関係上著しく進み、 会館の設立、 留
学生の増加等、 見るべ きものがあり、 また、 中国と南米パラグアイとの共同事業も進んだ
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ことでした。
入試も共通一次からの変化は10周年記念誌の時にまとめて出しました。 われわれは学長
を中心に大切な時期を懸命に努めて 3 代目に渡したと自負しております。
私は昭和 18年に大学を出て武田化学薬品 工業(現在の和 光純薬) に 9 年勤め、次いで武
田薬品の研究所で昭和 27年から49年まで22年間研究開発に従事し、薬がどのようにして世
の中に出て来るか、如何に薬を創るのが難しいかを身をもって体験し、実際を知り、定年
後の私は10年でー仕事出来ると考え、企業の束縛から自由を求めて大学に来て、新天地を
教育に求めて学生を神様と思っていろいろの試みもしました。
薬化学は医薬品化学の大講座になり、博士コースが出来て、大学院の講義は松川泰三博
士の研究室のアリナミン創製とメソイオン化合物新合成法、海の動物イ ソメからの農薬開
発、ビタミンB6の新製法等と、石舘先生の田村先生とのビタカンファーの創製から吉田
肉腫によるナイトロミンの創製等、学生に面白い興味有りそうなものを選び、行ったもので
した。
佐々先生は大平総理のブレインで日本のユスリ蚊の権威者でもあり、新発想、の持ち主で
富山を愛し、我々の こよなく尊敬する先生でありました。
私の人生観 「世の為、人の為に役立つて こそ生き甲斐あり」を実践し、いまだに元気で
おります。 大学から企業の40年間丈夫だった私の体も、72歳からおかしくなり、腸閉塞か
ら大腸を 2 度手術し、内視鏡でポリープを取り、ヘルニア手術と前立腺掻き取り手術をし
てもう大丈夫と思ったら、今度は関西大震災で、芦屋から金沢へ避難して硬膜下 出血で頭
の手術をし、打撲のクラッシュ症候群は点滴で治癒し、やっと退院して回復中でありま
す。 再度の命拾いは、天命として不死鳥の様に生きよ、との神仏の声と悟るべし、と心得
ている次第であります。 医学、薬学と看護学の 3 学科が 1 つに協力し合い、本学がますま
すの発展を遂げます ことと、卒業生の皆様の健康とご活躍を祈りおります。
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こ
の十年
に思う
元副 学 長
熊 谷 朗
記念すべ き開学20周年を迎えられるに当たって、 一時期、 富山医科薬科大学に職を奉じ
た者として、 この10年が本学にとってどんな年月であったか、 ぜ、 ひとも知りたいと思いま
す。
ちょうど10年前、 開学10周年記念の折には小生は医療担当副学長として記念式典に参加
しましたが、 その後の10年について考えてみると、 世界の政治、 経済、 文化、 学術などの
各分野に、 過去の 1世紀にも対比で きるぐらいの大 きな変化がもたらされた時代であり、
その聞の本学の歩みはどうであったか、 どのような変化・発展が見られたか、 といったこ
とに関心を持たざるをえません。 ですから、 この10年の大学史や成果が分かる記念誌、 記
念会を心待ちにしている次第です。
10周年記念の式典では、 ノーベル化学賞に輝く福井謙一博士の「研究と創造」と題する
記念講演があり、 私は深い感動を受けたことを記憶しております。 それについて、 少々記
してみましょう。
福井先生は化学がご専門ですが、 私どもに分かりやすい言葉で、 ノーベノレ賞受賞に至っ
たご自分の研究の内容と過程をお話しになりました。
先生は1952年に化学反応というのは、 一つの分子のエネノレギーの一番高い軌道からほか
の分子のエネルギーの一番低い空の軌道に向かつて電子がにじみ出ることによって起こる
ものであろうという、 化学反応の起こり具合を説明する「フロンティア軌道理論」を米国
化学会誌に発表され、 さらに1970年に、 化学反応の経路を決める方程式を提出し、 反応速
度を計算で きるようにした「化学反応の路の理論」を発表されました。 この一連の仕事
が、 ノーベル賞の対象となったのです。
重要なのは、 どんなモデルを想定するか、 それをどんな方法で科学的に実証するかであ
り、 これからの自然科学の方向として、 生物学であれば自然を細かく分割し最小単位のも
のを求めること、 その次にこれを再統合することであろう、 例えば細胞といった機能を持
つようなものに向けて再統合することにあるのではないか、 と述べられました。
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これを現代医学薬学の立場より考えてみますと、まず最小単位の物質の発見があり、そ
れらの組み合わせによる生命体の再統合という ことになるでし ょ う。 生命体を構成する最
小単位の物質といえば分子生物学の対象であり、種々の物質の発見の中でも生命に最も近
い D N A、ウイルスなども、構造より機能まで明らかになりつつあり、生命の本質の解明
にかなり近づいて います。 生命の問題の後に重要なのは意識や心の問題で、 これは未知な
がら大切なテーマだと思います。
今世紀にノーベル賞の対象とな っ た医学分野の研究として 、コーチ ゾンとその疾患への
応用、ペニシリンの発見、生体の調節系としてのプロスタグランデ ィ ンの発見とその作用
の解明、視床下部ホルモンの構造と機能の発見、それら活性物質の受容体の構造と発現に
至る過程の解明などがあります。
さらに、免疫の研究が遺伝子研究の引き金になり、多くのノーベル賞学者をつくりまし
たが、免疫系と、生体の他の調節系である神経系、内分泌系の相互関係が明らかになるに
つれ、生命体の維持に関する情報が数多く報告されるようになり、 こういう基礎の研究が
臨床の分野に接近しております。
以上、福井博士の講演を拝聴して から10年間の医学の進歩について、私なりの枠取りを
考えてみました。 最後に、富山は地理的に情報に恵まれないという声もありますが、今や
世界中ど こに いてもその気になれば情報はほぼ同時に得られる時代ですし、今後は世界の
一流の研究者と情報を交換し、富山がその発信基地になられん ことを祈っております。
沼 随 想
想 い 出 深 い 本学在職
十
七
年
余
前 副 学 長
田 辺 正 英
l 本学は昭和50年に開学してから本年10月で20周年を迎えると聞く。 昭和51年以来17
年余を本学に在職した私にとっても慶賀の至りであり、 嬉しい限りでもある。 そのことを
聞くばかりで走馬 灯のように深い思い出が脳裏を駈けめぐる。 私にとってはその前の新潟
大学在職25年も激動の時代であり、 とくに大学紛争、 昭和40年代の混乱の中を大学評議
員、 高田分校主事 (3 期6年余) としてくぐり抜けて郷里の富山医科薬科大学に配置換え
になった。 漸く富山中部高校の旧校舎で、 昭和51年 4 月より初めて 1 回生を迎えて授業が
開始された時には、 激しい砂漠の砂嵐を抜けて緑のオア シスにやっと辿り着いたという安
心感と、 創設時の困難は覚悟の上であったが、 期待と希望にも溢れていた時代であったこ
とは未だに忘れられない。
着任早々51年 8 月より評議員として大学運営の一環を担い59年 7 月まで 8 年間在任し
た。 当時山崎副学長 (前学長) のもとで学生委員会、 教務委員会がつくられ、 それらの副
委員長を、 また委員を代々の副学長のもとで勤めた。 したがって、 在職最後の 4 年間 (副
学長は教務委員会、 学生委員会の委員長でもある) をも含めて、 17年余の在職中の半分以
上、 学生の教育、 厚生・補導面に関係していたことになる。 また、 入試関係についても同
様に深く永年つながりが切れなかった。 一般教育の担当教官としても重大な責任を担って
いたが、 制度上や、 大学の設置基準の改訂等に絡んで苦しい立場に立たされたことは忘れ
られないことの一つである。
さて、 今述べたことを伏線として、 私の研究や教育のことは差し置いて、 学生の教育、
厚生補導に関して思い出すままに、 二、 三記してお きたし 3。 我田引水のところも少なくな
いと思われるが何卒平にご容赦をお願いしたい。
2 学内の掲示等の規制について
全国の大学、 短大等における掲示 ( 集会) 等の規制については、 無制限に学生の自 由を
尊重し、 許可制や届出制を行うべ きではない、 という学生 (自治会) 側の意見に対して、
大学側は学内での静かな環境を維持するためにはある程度の規制 (思想、 表現の自由 を犯
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さない範囲内で) を話し合いの上で守るべきであるとの考えを提示していたが、 大学紛争
の余波が残っている他大学では、 この対立は平行線で相変わらず大きな立看板が立ち並
び、 本来のコミュニケーション、 伝達の場が乱れている状況にあった(現在でも余り変
わっていない)。 しかし附属病院を持ち、 多くの社会の人々 が出入りする本学としては何
としても他大学の形を持ち込んではならないと、学生委員会、学生課、学生(自治会) と
の聞で話し合いが行われ、 他大学にない静かな、明るい環境のもとで研究、教育、 勉学や
サークル活動が展開できるまでに漕 ぎつけ得た ことは、 小 ぢんまりした大学での教職員と
学生の人間的なつながりのお陰であると誇りさえ感じている。 今後も このような形で推移
してほしいと思っている。 評論家でもある江藤淳氏(当時東工大教授) は、 大学祭の講演
に招かれて、 ついでに医薬大を見学、 視察された。 「日本にも このようなすばらしい自然
環境と立看板やごみのないきれいな大学があるとは知らなかった。 日本も漸くアメリカの
大学並みに環境が整った」と賞賛され、 後で雑誌にも この ことを書いて褒られた。 一つの
嬉しい評価でもある。 中味の研究・教育も努力すべき永遠の課題でもあると思う。
3 立山一泊研修について
開学後、 逐次、 学内の厚生・補導施設、 体育施設(授業、 サークル活動のための) が体
育の金子教授、 小野寺助教授等の熱心な努力指導によって完成してきた。 しかし入学早々
の学生の孤独と不安を希望と連帯に結び、つけるものがないかと協議を重ね、文部省の勧め
た新入生の一泊研修を、全学支援のもと に立山天狗平の立山高原ホテルで開催した。 すば
らしい自然の中で講義や話し合い、交わりを重ね、よい企画として続いている。 いろいろ
解決すべき問題はあるが、 屋外研修として積雪6"-' 7 mの室堂高原を歩き、国見岳に、 天
狗山に登って北アルプスを遠望できる合宿は他にはないと思われる。 大学の存続する限り
続けてほしいものである。
4 西山敬人基金について
希望に満ちた入学式(平成4 年4 月10日) を終えた西山敬人君は4 月18日交通事故に遭
い(車にはねられ)、 4 月23日富山医薬大で病院の先生方、 看護婦たちの努力も及ばず逝
去された。 クラス担 当の教官、 サークル顧問の教官、 同級の学生諸君、 サークルメン
バ一、学生委員会の教官、学生課の職員(蔵北課長、 現富山国際大学生課長以下) の看護
等、 学長以下の全学の思いやりに感激されたご両親西山敬兼(外科病院長)・幸子さん
が、 西山敬人基金を寄付され、留学生諸君の奨学資金として役立つている。 改めて当時を
偲ぴ哀悼の意を表わすとともに深く感謝申し上げる次第である。
40 随 想
回想、
と
偶感
前医学部教授
渡 辺 正 男
このたび富山医科薬科大学の開学20年ということでまずはおめでたい限りであり、 心よ
りお祝い申し上げます。 20年といういわば成人 に 達したわけで、 わが身の年齢を忘れて感
慨 ひとしおなものがあります。
小生、 医学部保健医学講座の開設ととも に 赴任しましたのは開学後 5 年目でありまし
た。 しかし、 講座開設 に 伴う種々の計画 に は開学当初から関係しており、 また教養課程の
保健体育の講義も頼まれていましたので、 一年次学生から講義もして きました。 当時はも
ちろん大学の建物は建築の最中であり、 早期 に 赴任された先生方は富山県のいろいろな施
設 に 分散しており、 講義は主として富山中部高校の教室を借りて行われておりました。 一
教室 に100名の学生を押し込めておりますので、 教壇 に 立っても、 黒板との間で身動 きも
ならず、 前の席の学生は真下から見上げている始末でした。 こんな状態ではありました
が、 講義中の学生の眼は紛れもなく第一期生の眼であり、 大変緊張感の漂ったものであっ
たことを覚えております。
そ の後20年、 この第一期生も今ではもう各地で中堅指導者として活躍していることを思
うと、 そ の後の卒業生も含めて限りない頼もしさを感じない訳 に はい きません。 しかし、
この20年間の世の中の変化を見ますと、 そ の激しさ に は目を見張るものがあります。 医学
の世界を見ても、 エイズの蔓延、 D N A 診断、 遺伝子治療、 さら に は体外受精等々、 われ
われ身近 に 研究 に 携わっていた分野で夢のよう に 思われていた課題が次々と実現されつつ
あります。 また世界の政治の情勢も一変してしまいました。 大 きな戦争の危険は遠ざかっ
たか に 見えますが、 多くの地域で今なお戦いの絶えない状態 が続いており、 またごく最近
では、 阪神大震災、 オ ウ ム 教問題など、 天災や不気味な社会現象 ? に 振り回されておりま
す。 こんなことを考えて行 きますと、 果たして人類は進歩しているのかどうか、 不安を感
ずるのは私ばかりでないであろうと思われます。
また、 身近な回りのことを見回しても、 日本経済の変動は早晩、 われわれの大学 に も重
大な変革を迫ること に なりかねないと思われます。 ただ今外から見ている限り、 直接の動
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きとしては見えて こないのではありますが、 この点大変危慎の念を禁じ得ません。 医薬大
O Bの一人として老婆心ながら、教職員、学生の奮起が望まれるのではないで、しょ うか。
42 随 想
出、AVUV 相 ω
前医学部教授
庭 山 清八郎
この度、 富山医科薬科大学開学20周年記念誌を発刊される 旨ご連絡を戴 き、 心から御祝
いを申し上げます。 何か随想、等について所感を寄せられたしとのことですので、 改めて本
学の沿革史をひもといてみました。 国立学校設置法の一部を改正する法律の施行により昭
和50年10月 1 口 医学部及び附属 図書館、 51年 4 月 1 日薬学部、 53年6月 1 日和漢薬研究所
設置とあり、 「その時点で世界にも例をみない、 ユ ニー ク な大学として発足したのだな
あ」 という感銘を新たにした次第です。 以来、 本年まで学生数も1， 200名を遥かに超し、
幾多の優秀な人材を世に送り出すとともに、 平成6年に発刊された「教育研究の歩み 現
状と展望」にみられるような立派な業績に基づ き栄誉ある大学となられたことを確認し、
かつて奉職した一人として限りない喜びを痛感しております。
私が医学部教授 ( ウ イルス学) に内定したのは51年、 非常勤として講義を持ちました。
富山中部高校の旧校舎で真冬豪雪の中でした。 正式に赴任したのは53年 4 月 1 日、 呉羽丘
陵の竹林や杉林が立山おろしにし きりと揺れている頃でした。 平松学長、 小林副学長や山
崎副学長をはじめ教職員の方々の絶大なご支援により、 新設医科大学として最初の ウ イ/レ
ス学教室が順調な滑り出しを得たことは今も忘れられません。 また、 助教授として共に赴
任した落合宏君が今や医学部看護学科の教授として活躍し、 助手の林京子、 黒川昌彦君ら
も、 後任として赴任された 白 木公康教授の下で研究を重ねられたこと、 さらに教室が教
育、 研究、 学会活動等に成果をあげられ、 国内外の評価を高めておられることに感激して
おり、 今後益々の発展を期する所以であります。
次に、 在任中の想い出として二、 三触れてみたいと思います。
就任後、 最初に命ぜ、られたことは、 医学教育検討委員会委員としてカリ キ ュ ラム と学年
進行に関して検討するようにとのことでした。 そこで片山教授、 伊藤教授等と相計り、 文
部省基準を遥かに超過した講義時間の短縮、 調 整から始め、 何とか目標に近づけ得まし
た。 また、 6年制模形縦割教育の矛盾点にも 日 を向け、 教養、 基礎、 臨床と、 ほぼ 2 年ご
とのバリアとしたことなどが思い出されます。
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次に、 入試に関する小論文について増田副学長のご命令で加須屋教授等と検討を加えた
ことが記憶に残ります。 共通一次試験で採用されているマーク・シート方式の不備を補完
し、 知識の体系を持ち、 分析力、 理解力、 判断力、 総合力、 創造力、 構成力や表現力等を
評価する必要性に鑑み、種々勉強もさせられました。 一例として、「小論文得点と高校調
査書学習成績ならびに医学部入学成績、 進級状況との関係 J(庭山、 加須屋、 片山、 川
崎、増田) について仙台の学会(教育に関する) で発表の機会を得ましたが、 教育学部を
はじめとする専門の方々の集いであり、 京都教育大学の某教授から織烈な質問を頂き、は
らはらしながらも無事切り抜けられたようですが、 今でも夢にみると ころです。
また、 動物センター長に任命され、 第6回実験動物慰霊祭を催し、医学、薬学領域にお
ける動物実験の必要性と共に動物の犠牲に対する倫理的感覚の重要性 を痛感し、深く反省
させられた こともありました。 なお、 在任中に第四期建物竣工でセンターの完 工が成り、
60年6月22日、 センター竣工式を挙行できた ことは喜び、の一つです。
そのほか、ちょ っとした ことですが、57年の豪雪で講義実施難航の中で、 6年次臨床実
習だけは 1 日たりとも休ませるわけにはゆかないと実施し続け、学生に一時恨まれ る 向き
もありましたが、 後で医師の卵はかくあるべきとの新聞論説があり、 逆に学生に欣ばれる
ような こともみられ、嬉しいエピ ソードの一つでした。
現在、新潟で福祉に関連した専門学校で医学一般について講義を行っております。 いた
ずらに馬齢を重ね、 今更未熟さに気がつき、時として、「少市学則壮而有為、 壮而学則老
而不衰、老市学則死而不朽」等を思い出し自戒しております。
終わりに、 皆様方の御健勝、 御多幸と御発展を祈願して欄筆させて頂きます。
44 随 想
富 山 医科薬科大学関学二十周 年 に 当 た り
前和漢薬研究所教授
金 岡 又 雄
本学創設20周年に当たりこれを記念する行事として記念誌が発刊されるということで、
元来、 筆無精な私ですが、 思いつくまま筆をとりました。
「医学および薬学を総合した特色ある教育および研究機関として… …」の理想のもとに
創設された大学として開学して以来、 教職員一丸となってその理想の実現に日夜ご努力さ
れて、 今日のごとく世界に開かれた大学に発展していることを心よりお慶び、申し上げま
す。
私は平成 4 年3月本学を退官した者ですが、 その後、 諸先生方のご好意により現役時代
の仕事を続けさせて頂いている果報者で、 常々先生方のご高配を感謝致しております。
昭和28年富山大学薬学部を卒業後、 分析化学教室に入れて頂 きました頃を振り返って見
ますと、 学部の規模は基礎的な講座が6� 7 講座の小さいものでして、 現在は学際領域の
講座が増えて15講座 ( 附属薬用植物園を含 む ) に、 富山大学薬学部に付設された研究施設
からさらに研究所に昇格した和漢薬研究所の 8 部門 (客員部門を含 む ) 加えて23講座 (部
門) で約3 倍に増大発展しています。 研究実験設備も当時は誠に粗末 で、、 学生実習の陽イ
オン分析をするのに、 硫化水素発生装置を置く ド ラ フトとして実習室の中ほどに1. 5坪位
の三方窓の付いた小部屋が飛び、 出して付けられており、 今日であれば排気装置も付いてい
るのですが、 排気は三方の窓を聞けて自然排気するので、 風の強い日はガスが逆流して、
ガス中毒で倒れる学生もいました。 また、 赤外線吸収スペ ク トルを測定するのに、 当時日
本に測定器が数台しかなく、 私達は最も近くにあった大阪市立大理工学部 ( ? ) へ夜行列
車で行 き、 測定して頂いて午後の汽車で富山に帰ったりした苦労が思い出されます。
現在のように諸設備、 機器類が完備した本学は当時想像もで きませんでした。 特に医学
部、 薬学部、 和漢薬研究所、 附属病院の 4 本の柱で建学されたユニ ー ク な大学像は考える
ことも出来ませんでした。
これを実現して早くも20年を経、 「人」で例えるならば「成人した大学」として、 建学
の理念を堅持して地域社会の先端医療の場として、 また国際的には「医療」および「薬」
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を介して、 東西医学の融合の場として益々発展されん ことを祈念いたします。
46 随 木目ベム、
大学での思 い 出 、 回想
前薬学部教授
森 田 直 賢
富山医科薬科大学が創立されて、 今年20周年の記念の年となり、 本当 に おめでとうござ
います。 思う に 大学の今日の繁栄は、 古く、 長い歴史のある富山の売薬の伝統から培われ
て生まれて きた薬学部および和漢薬研究所と新たな医学部とを統合したユニー ク な大学と
して創立されたこと に 起因するわけであります。 そして、 その意図するところは、 富山の
もつ和漢薬、 漢方薬からの医療である東洋医学と西洋医学とが一体融合すること に あり、
今後の日本の医療の発展 に 大 きな貢献あることを希うものであります。
古く、 富山薬学専門学校から、 学制改革 に よって富山大学薬学部へと歴史が変わり、 そ
して昭和51年 に はー県一医科大学構想の富山医科薬科大学が創立されたわけですが、 私は
富山薬専以来の勤続を続け、 医薬大 に も席を置 き、 平成 5 年3 月 に 退官致しました。 その
勤務中、 最後の10年間での一番忘れられぬ思い出は、 昭和60年3月~昭和63年3月までの
3カ年 に わたって行った南米パラグアイ国の薬草の化学・薬学的研究でありました。 これ
は国の J 1 C Aの国際研究の一環で行うこと に なり、 当大学薬学部生薬学教室、 薬用植物
園、 そして当大学医学部薬理学教室の教官13名と現地パラグアイ国のアスン シオン大学化
学部大学院の教官10余名で互い に 現地 に 赴 き共同で研究を推進しました。 パラグアイ国は
南米の心臓部 に 当たり、 アマ ゾン河上流の地方 に位置し、 世界の三大肥沃地と言われ、 多
くの薬草が生育していて、 きわめて興味を感じる所であって、 本研究 に 大 きな夢と期待を
持ったものであります。 現地の市場では、 無雑作 に 縄で縛って薬草が雑然と売られてい
て、 薬効を聞くと、 咳、 疾、 健 胃 、 整腸緩下、 下痢止、 婦人病、 強壮などでした。 そこ
で、 本研究をする に 当たって、 最初、 何を目的として取り上げようかが大変なことでし
た。 幸い に 富山大学の後半頃から、 各種の病態 に おける酵素の阻害作用研究の延長という
ことで、 多 数の現地の薬草のス ク リーニ ングテストに よって、 研究対象の薬草をいち早く
選定することが出来たことが大 きく、 約 70種の薬草 に ついて、 糖尿病、 肝臓病、 高血圧
症、 リ ウ マ チ 、 それ に 抗炎症作用など に ついて、 各教官は一丸となって研究を行い、 この
結果、 約40報の論文をまとめ、 学会 に 報告した次第であります。 そして研究の最後の締め
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くくりとしてパラグアイ薬草 写真集と、薬草 の標本200種を本大学資料館(二階) に全国
で初の標本として陳列 出来た ことは最上の喜びでありました。 この研究に協力して下さっ
た各先生方に心から感謝の意を表するものであります。
そして、本研究に関し、昭和62年 2 月27日東宮御所で皇太子殿下(現天皇陛下) より、
急ぎ参内を命ぜられ、本研究について詳しく約 1 時間余り御進講を申し上げる ことの出来
た ことは無上の光栄で、ありました。 途中で、パラグアイは甘味料の植物のステ ピアの原産
地と聞いているが、どんな状態になっていますか、 と の御下問があり、び、っくりしてしま
い、私はチームリー夕、ーとして4回現地へ行ったにもかかわらず、山野を歩く ことは 少な
し ど こで栽培しているのか、またど こに自生しているのか全く知らず、往生してしまい
ました。 幸い、殿下はすぐ、ドイツ や日本で勝手に持ってきて、どんどん栽培している こ
とは失礼な ことですね、とおっし ゃ り、困った私を繰されたお言葉を頂き、ほっとした次
第でした。
以上のように国際的に研究が出来、各先生方にも南米に出向いていただいて、大いに見
聞を広められた ことは、本当に得難い経験であった ことと思ってお り ます。
思い出の大きなー コ マを申し上げ、失礼いたします。
必 随 想
今後の本学への期待
富 山 医科薬科大学将来計画へ の提言-
前医学部教授
山 本 亘子 一-d じρ
本学では既に十年誌 (昭和61年) の編纂がなされており、 附属病院でも10年誌 (平成元
年) 刊行に続いて、 最近手術部、 輸血部等各診療部の類似企画が実施され、 いわ ゆる創設
メ ンバーが記し残すべ き往年の回顧の種は尽 きた感がある。 温故が知新のために必要であ
るとすれば、 拙稿提出の幸運に浴した機会に、 須く本学の将来像を描いて後継諸賢のご関
心を得たいと願う次第である。 もし老 妻の妄言にわたる点あらば何とぞご海容を乞う。
1 .  富山医科学総合大学 Toyama University of Medical Science (仮称) への発展
を期待
平成 5 年概算要求に結集された医学部看護学科設置への直接作業は、 申すまでもなく片
山副学長始め当時の準備委員、 事務局各位の粉骨砕身の賜物であるが、 それの企画自体は
昭和58年設置の医学部将来計画懇談会 (当初定員問題検討会) での策定案に匪胎してい
る。 すなわ ち 、 同懇談会での検討に供された本学将来像のモ デ ルの一つに Medical Uni 
versity of South Carolina の組織があった。 同大学は、 医、 薬、 歯、 看、 衛生検査、 理
療、 その他あら ゆる健康科学にかかわる専門領域の学部、 学科のほかに、 医療に寄与する
人文社会学、 心理学、 哲学等から、 さらに経済、 理工、 化学に至るまで、 およそ広義の医
学の開発に必要な全分野を網羅してつくられている。 当該資料を福井医大高橋女史より遺
贈された時、 これぞまさにわが大学の進むべ き道と見、 眼から鱗の落 ち るような思いがし
たこと、 今もって脳裏に鮮明である。 しかし当時 (今なお実質は変わらないのであろう
が) の国家財政、 文教予算の制約と、 また官制の通弊でもある横並び方式 諸他医校に較
べてあまり毛色の違ったものは好まれない に追従せざるを得ないことから、 大風 日 敷は
引っ込め、 ともかく看護学科一つの設置を得ただけでも大成功と言われる現状であること
を認めざるを得ない。 また医科学総合大学とは言っても、 専門学科 (部) はともかく、 そ
れら専門学科を支える人文、 理工系諸学科 (部) の教員方が、 従来の総合大学におけるそ
れら諸学部 (科) に比べて専攻領域の制肘を受けたり、 自由な発展が妨げられて、 医学発
展のための真の基盤になり難いのではないか ? との問題点もあろう。
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しかし、最近大学改革が喧伝され、 就学年齢層の漸減を憂うる立場からか、にわかに個
性ある大学、 特色ある大学づくりが叫ばれるようになってきた。 本学百年の大計として、
国内に類型がなく、大学人の叡智と心意気とを反映するようなユニークな医科学総合大学
づくりへの期待を捨てきれない想いでいる。
2. 富 山医薬大在外研究機関設置の奨め
大学・研究所の発展には財政を含めた研究基盤の確立が不可欠である ことは論をまたな
い。 医、薬学研究の究極目標である人類福祉の増進に貢献するための研究環境の優劣 につ
いて、それを一概に規定する ことは必ずしも容易ではない。 しかし私が J 1 C Aの医療協
力に参加して 、アジア諸国を始め、アフ リ カ、中南米等の各途上国の30余個所に展開され
ている医療協力、 特に研究協力の実情を調査する必要に迫られ、 また一方、 所属するサン
パウロ州カンビーナス大学での基礎・臨床研究を実見する機会を得た ことにより、 次のよ
うな発想を抱くに至った。
すなわち、 日本国内、 もしくは欧米先進国において進められつつある最先端研究に追臨
する ことの重要性は論をまたぬと ころであるが、 他面、日本国内での研究環境が必ずしも
最適とはいえず、たとい国外であって も、 むしろ研究対象が豊富で、かっ当該領域研究の
ための社会環境の良い協力対象国では、 本学の研究者が当該国の医学振興に寄与しつつ、
共同研究の成果をも挙げ得、 さらにまたわが大学の将来をより豊かにできる途が聞けるの
ではないかと考える。 それに属する研究領域として は、差し 当たり各種感染症研究 と 臓器
移植 と があげられよう。 1990年代に入ってわが国の O D A実績は米国のそれを超えて 世界
ーを連続4 年維持しており、 平成7年度予算総額 3 兆1，000億円は、 同年度文教予算総額
に較べて もその半ばを超える巨額である。 そのうち技術協力予算は3，100億 円(10%) を
占めている。
既に国際医療協力の場に参加されて いる少なからぬわが国諸大学の研究者た ち に伍し
て、 本学の有能の士が奮起されん ことを願う こと切なるものを覚えている。
50 随 想、
回 顧
前医学部教授
永 田 正 典
富山医科薬科大学創立20周年、 誠におめでとうございます。
在職中の思い出に残る人は “故松 田 健史教授" で、 開学以来15年間親しくお付 き合い頂
きました。 教授は講義と解剖実習、 実習に伴う献体に関するお仕事、 教室の研究、 大学院
の研究指導等孤軍奮闘されておりましたが、 いつも温厚なまなざしで誰とも気さくに声を
かけ応対しておられ、 先生のお人柄と尊敬申し上げておりました。
学生の指導の事でよく相談に行 きますと、 学生一人一人の性格から家族構成まで良くご
存じでしたので驚いたものです。 もっとも先生は日本人類遺伝学会の評議員をなさってお
られ、 全国遺伝相談委員もなさっておられたようで、 遺伝相談には本人の性格、 家系等の
調査が重要と考えられますので、 学生の応対にしてもいろいろと調べて きめ細かく面倒を
みておられたようで、 感心致しました。 なに不自 由なく過ごして来た学生の生活指導ほど
難しいものはないと痛感したものです。
難しいといえば私が中学 4 年の時、 同期生一同でストライ キ を起こしました。 昭和20年
10月26日要求書3 項目で、 1 . 校訓|の改訂 (戦時中無理に変えたもので自 由 主義に相応し
くないので元に戻すこと) 、 2 . 二教諭の暴力に反対し、 教諭の辞職を要求する (授業時
間に体罰を課せられて病院で治療を受けた者が出たこと) 、 3 . 登校時の巻脚半を廃止せ
よ、 を、 代表が校長に突 き付けて起 きたもので、 敗戦により、 今までの強制的な抑圧から
の急 激な解放感が乱暴な行動に走らせたものと思います。 その時の担任の先生が必死に
なって説得されたことを記憶しておりますが、 “青春の血の騒 ぎ" とでも言いますか、 一
時期何かと先生方に盾ついてみたい時期のためで、 世相には関係ないことのように思えま
す。 このように考えますと、 私も偉そうなことを言える柄でないと思います。
話が変わりますが社会規模が大 きく変貌し、 極度に複雑化した事象の局面的、 部分的処
理では、 その変化に十分に対応で きず、 特に情報処理科学の急速な発達に伴い医学、 薬学
の研究分野に革新的な変革が求められ、 文部省の大学教育方法の改革と相まって “自己 点
検・評価" が義務づけられ、 一般教育の垣根を取り払い、 抜本的カリ キ ュ ラ ム の改革が各
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大学で進められていると聞きます。
医学部では医療器機の開発が急速に進み、臨床医学の進展により、 従来の基礎医学、臨
床医学の教室での講義を極力減らし、 病棟実習の強化により卒業・医師国家試験合格、 即
医療戦力として十分活躍できる医師の養成が期 待されているように伺っております。
看護学科はまだ創設期間中で地域社会の期 待が大きいだ け多難と思います。
薬学部の方は1992年に医療法の改正で “薬剤師が医療人" である ことが盛り込まれて以
来、 病院で薬剤師が医療現場で医療チームメンバーと して服薬指導を行っており、 医師、
患者から医療薬理に強い薬剤師の参加が期 待されております。 これは最近の生命科学の進
歩が目覚ましく、治療薬として効果を高め、健康回復に大きな役割をもっ反面、副作用な
どの薬害問題も生じる ことから医療薬学をマス タ ーした薬剤師教育が要求されるのが当然
で、 昨年より薬剤師国家試験問題の中に医療薬学に関する問題が導入されて来ており、 こ
れに対処するために薬学部では教育課程の改善に加えて、医療薬学に明るい薬剤師養成の
ために病院薬剤部での実習も検討されているように伺っておりますが、十分に検討される
よう希望致します。
今度の教育改革で一般教育の垣根を取り払う ことには問題はないのですが、 一般教育の
必須科目のークラス人数を少人数(現在の半数) でやって頂く ことを望むものです。
一般にクラス人数が多い場合には試験の重要性が相対的に増大致します。 試験だ けでは
学生の努力、 知識、 能力を判定する場合には観察力、 理解力より記憶力を重視する結果と
なりますので、 教育スタッフ人数の難しい問題もありますが十分考慮頂きたいと存じま
す。
富山医科薬科大学のさらなるご発展を祈ります。
52 随 想
創立二十周年に寄せ て
前薬学部教授
西
富山医科薬科大学の20周年、 おめでとうございます。
荒 介
20年という年月が長いのか短いのか、 よ くは分からないが、 つい自分の歳を忘れて、 も
うそんなになったのかと思ってしまう。 大学が出来た頃のことは、 少し記憶が怪しくなっ
ているが、 建設予定地の斜面を プル ドーザや シ ョ ベルカーが騒音をま き散らしながら右往
左往していた光景などは今でも よ く覚えている。 その頃は余裕たっぷりにみえた大学の敷
地も、 最近では建物が立ち並び、 たまに大学を訪問しで も、 駐車スペースにも困る程であ
る。
変貌を遂げたのは大学の中だけではない。 その昔、 立山合宿に参加して新入生に感想を
聞いたところ、 「初めて大学に来た時、 駅からパスに乗ると車は間もなく町を離れ、 まわ
りの景色がだんだん淋しくなって きたと思ったら、 そのうちトンネルに入ってしまって、
どんな山の中に行くのかと心細くなった。 」と話していた。 今でも、 パスの車窓の風景は
大差ないと思うが、 トンネルを抜けてからは様相が一変してしまった。 以前は何もなかっ
た周辺の田園の中にアパートが林立し、 学生数 よ りアパートの部屋数の方が多いのではな
いかと思うほどである。
大学の発展とは学部や学科の数を増やしてマ ンモス化することではないし、 単に建物を
多くすることでもないが、 他大学に伍して現在の医療科学の先端を行くためには、 それに
ふさわしい設 備とスタッ プ が必要で、 大学をここまで育てあげて きた歴代の学長を始めと
する諸先輩の努力の賜であろう。
大学の歴史と人の生涯とは何の関係もないはずなのだが、 20年という言葉を聞くと、 ど
うしても20歳前後の若人の姿をだぶ、らせて思い浮かべてしまう。 やはり、 人と同じ よ うに
大学にも若さがもっ未完成の魅力の よ うなものがあるのではないだろうか。
最近、 ある新聞に高名な作家が日本の大学に対する批判の記事を書いていた。 それに よ
ると、 中国や日本では儒教の影響と思われるが、 いわ ゆる先哲の教えが尊重される伝統が
あった。 そのため、 知識や思想は前時代に確立されていて、 それを受け継ぐ次の時代で
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は、その批判は許されず、ただどのように解釈するかが学問であった。
明治維新後、西欧にならって大学が創設され、近代科学が導入されたはずなのだが、そ
れでも長い歴史をもっ大学で、は先生の権威が確立されていて、その影響から抜け出しにく
い傾向にあるという。 しかし、その作家も認めているように、新しい大学では歴史がない
だけに、 かえって未来だけを見つめ、 新鮮な発想で学問に取り組む自由な雰囲気と活気が
あるように思われる。 少年期を経て青春期に入った富山医科薬科大学にはそのような意味
で、創造的な学問を育て、秀れた人材を送り出して社会の期待に応える条件がそろったと
言ってもよいだろう。
一時期、 本学に職を奉じた者として、 本学が “花盛り" を迎え、そして今後さらに枝葉
を伸ばしてますます発展を遂げる こ とを願ってやまない。
54 随 オド呂"こ出、
富 山 医科薬科大学 と 私
元看護部長
坂 倉 ナ ミ\
故田中角栄元首相の発想による全国の各県に医科系の大学を設置しようという方針のお
陰で、 富山県でも富山医科薬科大学がユニ ー ク な構想、の下に昭和50年に開学されました。
そこまで漕 ぎつけられた富山県及び富山市の関係諸氏の御苦労に深く敬意を表するもので
あります。 引 き続 き、 附属病院の設立準備室が、 県立総合衛生学院に間借りして開設さ
れ、 その後、 研究棟の麻酔科教室、 最後に看護部へと転々と移動しましたが、 この最初か
ら、 かかわり合いを持っていた者の一人として、 当時赤ち ゃ んであった富山医科薬科大学
も、 ようやく成人式を迎えられたと感無量であります。 改めて開学10年誌を播いて、 御努
力された各位のお顔を偲びながら心からお慶び申し上げるものでございます。
アルバ ム からは当時文部大臣であられた永井道夫氏を始め沢山のお客様を御案内申し上
げたこともまざまざと想い出され、 同大臣の揮事による「里仁為美」の意味する所を深く
胸にとどめて今日に至っております。
私はこの時以来、 昭和63年に定年退官を迎えるまで、 皆様のお陰で大過なく過ごさせて
いただ きましたが、 新しく育って ゆこうとする大学、 それも、 医学と薬学と和漢薬が融合し
た教育研究が模索され、 それが日を追って、 研究業績として積み上げられて ゅくを見るに
つけ、 言葉に言い尽くせない勉強をさせていただいたと感謝申し上げるのみであります。
ここで私がお預り し ていた看護部の事について、 想い出ずるままに書 き留めさせていた
だ きますと、 病院開院時の看護職員の数は、 わずか155名でしたが、 3 年後の施設 完成の
時の病床数は612床で、 300名に増えておりました。 この様に看護職員の定数を満たすこと
が出来たのは、 県当局の肝煎りで、 国立がんセ ンター、 国立東京第二病院、 国立循環器病セ
ンターに新卒者をそれぞれ 2 年間ずつ実務研修に送り、 別途、 国立大学 8 病院へも一年間
ずつの研修生を送っていただいたお陰であります。 その結果平均年齢23歳という若くて優
秀な看護職員が勢 ぞろい致しました。 私も立場上しばしば研修生を訪問し、 お世話になっ
ている子供達から病人が出ていないか、 落伍者がいないか、 ご迷惑をかけていないかと見
回ったのでありますが、 全く私の取り越し苦労であったようで、 かえって、 私自身が、 そ
5δ 
れぞれの病院で色々と勉強させて いただく結果となり、今でも貴重な時間であったと思っ
ております。
一方、最初から参画しておりましたので、病院建築の図面の見方も分かるようになるに
したがい、名古屋工事事務所にも頻々と出向きましたが、私などの申し入れは中々聞き入
れて もらえるものではなく、病室から、富山の宝、立山連峰を望める向きに建て られな
かったのが心残りである。 また、当時から駐車場が不足する ことが予想されていたのに、
この丘陵地帯ですから、容易に地下駐車場が作れた筈なのにとも思いましたが、 これも後
の祭でした。 それにして も、小林初代院長のご理解と各教授のご協力を得て、病院運営会
議でお願いした患者本位の実施計画が実現して きました ことは、有難い ことでありまし
Tこ。
二代、熊谷院長の時になって 、かねて 看護部の宿願でありました、看護大学の設置をお
願い致しましたが、看護婦充足県であるとの一般の理解の中で中々説得力がなく、日の目
を見るチャンスが来なかったのですが、平成5年の夏になって 、 ょ うやく富山医科薬科大
学医学部看護学科が誕生する運びになりました。 学内外の諸先生に大変なご苦労をおかけ
しましたが、富山県の看護の質を向上させる橋頭壁が築かれたものと、心から感謝申し上
げます。
数年前にアメリカのコロン ピア看護大学と、ニュー ヨ ークの看護大学を訪問した ことが
あります。 両大学の学部長は揃って 、教授という立場になって も、臨床看護が大切である
と説かれ、教育と大学での時聞が終わってから、自分の自由時間を割いて、病棟実習にま
た、夜勤に従事しておられると承って 、改めて敬服すると同時に、日本の看護教育に携さ
わる者も この心を忘れてはならないと思った次第です。 これからの看護婦の活躍の場は施
設内にとどまらず、訪問看護や在宅へと広がりつつあります。 病気を看るのではなく、病
人を看取る看護を目指して研績されたいと思います。
